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10
・
４　

与
那
国
か
ら
初
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

与
那
国
空
港
か
ら
桃
園
国
際
空
港
へ
、
初
め
て
の

チ
ャ
ー
タ
ー
航
空
便
。
与
那
国
か
ら
台
湾
ま
で
は
百

十
キ
ロ
と
近
い
が
直
接
の
交
通
手
段
が
な
か
っ
た
。

10
・
16　

花
蓮
港
に
日
本
の
観
光
客
船

六
百
人
以
上
の
客
を
乗
せ
た
大
型
国
際
観
光
客
船

「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
花
蓮
に
寄
港
。
花
蓮
県
の
政
府
、
観

光
協
会
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

10
・
18　
「
青
森
・
台
湾
友
好
の
翼
」

青
森
県
日
華
親
善
協
会
設
立
三
十
五
周
年
を
記
念

し
た
青
森
空
港
発
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
「
青
森
・
台
湾

親
善
友
好
の
翼
」
が
台
湾
へ
。
一
行
は
百
五
十
人
。

10
・
19　

台
湾
で
も
「
楽
天
市
場
」
を

朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
楽
天
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
「
楽
天
市
場
」
の
初
の
海
外
展
開
と
し
て
、
台

湾
で
顧
客
を
増
や
す
計
画
。
現
地
の
流
通
関
連
企
業

と
合
弁
会
社
を
設
立
し
、
平
成
二
十
年
で
の
営
業
開

始
を
目
指
す
。

10
・
20　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
刻
表
が
台
湾
新
幹
線
特
集

Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
刻
表
十
一
月
号
が
台
湾
新
幹
線
大
特

集
。
表
紙
も
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
も
す
べ
て
そ
の
写
真
。

も
ち
ろ
ん
時
刻
表
や
運
賃
表
も
収
録
。

10
・
21　

高
雄
市
国
楽
団
公
演
が
甲
府
で

甲
府
市
の
山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
高
雄
市
国
楽

団
の
公
演
。
台
湾
出
身
の
歌
手
寒
雲
さ
ん
も
出
演
。

10
・
23　

訪
台
の
外
国
人
で
日
本
人
が
ト
ッ
プ 

台
湾
観
光
協
会
が
発
表
し
た
統
計
に
よ
る
と
、
平

成
十
九
年
九
月
で
の
日
本
人
の
訪
台
者
数
は
十
万
一

千
八
百
三
十
五
人
。
一
～
九
月
の
累
計
で
は
八
十
六

万
一
千
八
百
五
十
四
人
で
、
昨
年
同
期
よ
り
一
・
九

三
％
増
（
訪
台
外
国
人
中
、
三
一
・
九
％
）。
台
湾

人
の
台
湾
か
ら
の
訪
日
者
は
九
月
は
十
万
五
千
四
十

七
人
。
一
～
九
月
は
九
十
七
万
八
千
三
百
六
十
九
人

で
、
前
年
同
期
比
四
・
四
〇
％
増
（
出
国
台
湾
人

中
、
一
四
・
二
％
）。

10
・
28　

増
え
る
青
森
へ
の
乗
り
入
れ

東
奥
日
報
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年
は
、
台
湾
か

ら
青
森
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
乗
り
入
れ
が
増
加

し
て
い
る
。
運
航
済
み
・
運
航
決
定
は
計
三
十
八
往

復
で
、
四
～
九
月
の
利
用
者
は
約
五
千
七
百
人
に
上

る
。
岩
手
県
の
花
巻
空
港
発
着
便
と
組
み
合
わ
せ
た

東
北
周
遊
旅
行
も
好
評
だ
。

10
・
31　

日
台
関
係
は
「
緊
密
」
が
八
割

駐
日
代
表
処
の
朱
文
清
広
報
部
長
は
、「
最
近
、

日
本
で
行
っ
た
世
論
調
査
で
、
日
台
関
係
は
緊
密
か

ど
う
か
の
質
問
に
、
八
〇
・
二
％
の
日
本
人
が
緊
密

で
あ
る
と
回
答
し
た
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
「
八
四

％
の
人
は
台
湾
へ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
回
答
し
て

お
り
、
今
後
の
光
客
拡
大
に
は
大
い
に
努
力
す
る
余

地
が
あ
る
」
と
し
、
台
湾
訪
問
を
呼
び
か
け
た
。

11
・
１　

日
台
航
空
協
定
が
改
訂

交
流
協
会
と
亜
東
関
係
協
会
が
日
台
航
空
協
定
の

改
訂
を
締
結
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
定
期
航
空
路
線

の
航
空
会
社
は
二
社
か
ら
三
社
に
、
台
湾
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
航
空
会
社
は
二
社
か
ら
四
社
に
。「
台
北

―

小
松
」
線
と
「
台
北―

宮
崎
」
線
も
新
設
へ
。

11
・
２　

北
海
道
で
商
談
イ
ベ
ン
ト

台
湾
と
の
貿
易
活
性
化
を
図
る
「
北
海
道
産
食
品

商
談
会
」
が
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
。
釧
路―

台
湾

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
加
盟
企
業
と
台
湾
の

企
業
が
交
渉
を
進
め
た
。

11
・
４　

台
湾
観
光
の
紹
介
番
組

Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
テ
レ
ビ
で
台
湾
紹
介
番
組
「
旅
に
恋
し

て
～
台
湾
」
が
放
映
開
始
。
一
般
的
な
観
光
旅
行
と

異
な
る
体
験
的
で
、
地
元
の
人
々
と
の
交
流
も
あ
る

日
本
人
の
目
か
ら
み
た
台
湾
の
旅
を
各
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
含
め
て
紹
介
す
る
内
容
。
台
湾
政
府
の
指
導
、

協
力
の
下
で
制
作
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録
⒅

【
平
成
19
年
10
月
４
日
〜
12
月
28
日
】
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11
・
12　

九
州
と
台
湾
が
観
光
促
進
協
力
協
定 

九
州
観
光
推
進
機
構
と
台
湾
観
光
協
会
が
「
観
光

交
流
友
好
協
力
協
定
書
」
を
締
結
。
平
成
十
八
年
に

九
州
を
訪
れ
た
台
湾
人
客
は
十
一
万
一
千
人
と
、
九

州
観
光
ブ
ー
ム
は
高
潮
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

11
・
15　

埼
玉
県
で
高
校
交
流

埼
玉
新
聞
に
よ
る
と
羅
東
高
級
商
業
職
業
学
校
の

訪
日
団
が
、
坂
戸
西
高
校
を
訪
れ
、
交
流
会
で
お
互

い
の
校
歌
を
披
露
す
る
な
ど
親
交
を
深
め
た
。

11
・
15　

都
内
で
雲
林
県
農
産
物
フ
ェ
ア

雲
林
県
政
府
お
よ
び
同
県
の
農
業
関
連
団
体
一
行

が
同
県
産
レ
タ
ス
な
ど
特
産
品
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
来
日
し
、
都
内
で
県
政
府
主
催
の

「
台
湾
雲
林
県
優
良
農
産
物
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。

11
・
20
～
21　

経
済
関
係
の
強
化
で
合
意

交
流
協
会
と
亜
東
関
係
協
会
が
都
内
で
第
三
十
二

回
日
台
貿
易
経
済
会
議
。
両
国
の
各
省
庁
の
代
表
が

出
席
し
、
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
強
化
で
合
意
。

11
・
23　

五
千
人
の
台
湾
人
フ
ァ
ン
が
熱
狂

台
湾
で
爆
発
的
な
人
気
を
誇
る
歌
手
倉
木
麻
衣
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
台
北
市
で
。
五
千
人
の
フ
ァ
ン

を
熱
狂
さ
せ
た
。

11
・
24　

台
湾
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
イ
ベ
ン
ト

台
湾
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
、
飛
輪
海
が
都
内
で

日
本
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
の
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
。

会
場
に
は
二
千
五
百
人
の
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ
た
。

11
・
29　

免
許
証
相
互
承
認
は
反
響
大

九
月
末
に
日
台
自
動
車
運
転
免
許
証
の
相
互
承
認

制
度
が
実
施
さ
れ
て
二
カ
月
。
外
交
部
に
よ
る
と
、

「
日
本
人
観
光
客
の
台
湾
で
の
申
請
は
三
千
件
に
近

く
反
響
は
大
。
台
湾
人
観
光
客
も
福
岡
や
北
海
道
な

ど
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
旅
行
し
て
い
る
」
と
。

11
・
29　

霞
会
館
が
台
湾
緋
桜
を
寄
贈　

駐
日
代
表
処
は
、
旧
皇
族
お
よ
び
旧
華
族
関
係
者

等
で
組
織
す
る
「
社
団
法
人
霞
会
館
」
よ
り
台
湾
緋

桜
三
本
の
寄
贈
を
受
け
、
公
邸
の
庭
で
植
樹
式
。
北

白
川
道
久
理
事
長
は
「
今
後
一
層
、
日
台
文
化
交
流

が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

12
・
７　

和
解
の
た
め
の
記
念
碑
が
序
幕

台
湾
の
パ
イ
ワ
ン
族
が
漂
着
し
た
宮
古
島
住
民
を

殺
害
し
、
日
本
の
台
湾
出
兵
を
引
き
起
こ
し
た
牡
丹

社
事
件
か
ら
百
三
十
年
。
そ
れ
を
記
念
し
た
「
愛
と

和
平
」
記
念
碑
の
除
幕
式
が
、
戦
場
と
な
っ
た
屏
東

県
牡
丹
郷
の
石
門
で
。
宮
古
島
市
長
や
屏
東
県
長
、

丹
郷
長
ら
が
出
席
し
た
。
碑
は
日
本
人
と
パ
イ
ワ
ン

族
が
と
も
に
酒
を
飲
む
姿
を
表
現
し
た
石
像
。

12
・
６　

経
済
関
係
の
一
層
の
強
化
に
期
待

日
台
経
済
交
流
の
推
進
役
で
あ
る
東
亜
経
済
人
会

議
の
三
十
五
周
年
記
念
会
議
が
台
北
で
。
陳
水
扁
総

統
も
出
席
し
、「
両
国
の
〇
六
年
に
お
け
る
貿
易
額

は
六
百
二
十
五
・
八
億
米
ド
ル
に
も
達
す
る
。
日
本

は
台
湾
に
と
り
第
二
位
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
、
台

湾
も
日
本
に
と
っ
て
は
第
四
位
。
協
力
関
係
が
一
層

強
化
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
述
べ
た
。

12
・
12　

留
学
生
が
国
会
見
学

台
湾
人
留
学
生
三
十
五
名
が
国
会
を
見
学
し
、
亜

東
親
善
協
会
所
属
の
国
会
議
員
と
懇
談
し
た
。「
日

本
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
同
協
会
が
招
待
し
た
。

12
・
12　

天
長
節
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
高
雄
と
台
北
で

交
流
協
会
台
北
事
務
所
（
大
使
館
）
は
台
北
市
内

の
ホ
テ
ル
で
天
長
節
奉
祝
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
邱
義

仁
行
政
院
副
院
長
、
黄
志
芳
外
交
部
長
、
王
金
平
立

法
院
長
の
ほ
か
、
政
界
、
経
済
界
の
要
人
が
出
席
し

た
。
黄
外
交
部
長
は
「
天
皇
陛
下
を
始
め
日
本
政
府

と
国
民
に
祝
賀
の
意
を
表
す
る
こ
と
が
で
き
光
栄
」

と
挨
拶
。
同
協
会
高
雄
事
務
所
（
領
事
館
）
も
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
会
場
で
は
陳
菊
高
雄
市
長

が
「
高
雄
で
初
の
祝
賀
会
。
日
本
が
高
雄
を
重
視
し

て
い
る
表
れ
。
ま
す
ま
す
の
交
流
を
」
と
訴
え
た
。

12
・
12　

ド
ラ
マ
の
狙
い
は
観
光
誘
致

台
湾
観
光
局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ド
ラ
マ
「
君
に
つ
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づ
く
道
」（
二
十
二
話
）
が
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
で
放
映
ス

タ
ー
ト
。
各
地
の
観
光
地
を
舞
台
と
し
、
ス
ト
ー
リ

ー
を
追
っ
て
い
る
う
ち
に
台
湾
へ
旅
立
ち
た
く
な
る

と
い
う
仕
掛
け
。

12
・
14　

沖
縄
県
知
事
が
台
湾
で
観
光
Ｐ
Ｒ

仲
井
眞
弘
多
・
沖
縄
県
知
事
が
台
北
国
際
旅
行
博

で
沖
縄
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
。「
台
湾
か
ら
近
く
、
暖

か
い
沖
縄
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

中
華
航
空
や
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
社
も
訪
問
し
、
送
客

へ
の
協
力
を
要
望
し
た
。

12
・
14　

日
台
地
方
交
流
に
期
待

許
世
楷
駐
日
代
表
が
仁
坂
吉
伸
・
和
歌
山
県
知
事

を
訪
問
。
同
知
事
は
「
昨
年
、
県
を
訪
れ
た
外
国
人

観
光
客
は
十
三
万
人
だ
が
、
そ
の
三
分
の
一
は
台
湾

人
客
。
さ
ら
に
多
く
の
人
に
訪
れ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。
許
代
表
は
「
来
年
は
『
台
日
地
方
交
流
年
』

に
す
る
計
画
。
こ
れ
に
よ
り
両
国
の
地
方
間
の
交
流

が
強
化
さ
れ
、
共
に
繁
栄
し
て
行
く
よ
う
願
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

12
・
14　

深
い
繋
が
り
を
持
つ
日
本
は
台
湾
支
持
を

許
世
楷
駐
日
代
表
は
講
演
で
「
台
日
間
の
歴
史
は

古
く
か
ら
深
い
繋
が
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
地
理
的
に

も
近
く
、
李
登
輝
前
総
統
の
年
代
の
人
々
の
日
本
へ

の
理
解
は
深
い
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
「
台
湾
が
も

し
中
国
に
併
呑
さ
れ
れ
ば
日
本
に
と
っ
て
も
不
利
。

同
じ
民
主
主
義
国
家
と
し
て
、
台
湾
の
国
連
加
盟
を

支
持
す
べ
き
」
と
訴
え
た
。

12
・
16　

日
本
語
で
関
係
強
化
を
訴
え

謝
長
廷
・
民
進
党
総
統
候
補
が
来
日
し
、
母
校
の

京
都
大
で
日
本
語
講
演
。
日
本
版
「
台
湾
関
係
法
」

の
制
定
や
京
都
議
定
書
へ
の
台
湾
の
参
加
を
認
め
る

よ
う
訴
え
た
。

12
・
17　

竜
馬
像
前
で
「
台
湾
維
新
」
を
語
る

謝
長
廷
氏
の
理
念
は
明
治
維
新
に
倣
っ
た
「
台
湾

維
新
」。
維
新
の
志
士
。
坂
本
竜
馬
と
中
岡
慎
太
郎

の
銅
像
前
に
台
湾
人
記
者
団
を
集
め
、
そ
の
理
念
を

説
明
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
に
向
か
い
「
台
湾
維
新

と
強
国
富
民
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

12
・
18　
「
日
米
陣
営
」
の
総
統
候
補

謝
長
廷
氏
が
都
内
で
記
者
会
見
。
台
湾
安
保
に
関

し
、
日
米
は
最
も
重
要
な
友
邦
で
、
共
通
の
防
衛
目

標
と
利
害
関
係
を
打
ち
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
し
、

日
米
安
保
体
制
を
支
持
す
る
と
表
明
。
対
中
従
属
路

線
を
行
く
対
立
候
補
と
の
違
い
を
際
立
た
せ
た
。

12
・
18　

親
し
み
や
す
い
観
光
客

台
湾
週
報
に
よ
る
と
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
予
定
地
の

洞
爺
湖
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
で
台
湾
人
が
ト
ッ

プ
。
平
成
十
八
年
、
同
湖
畔
に
宿
泊
し
た
人
数
は
十

万
三
千
四
百
九
十
九
人
で
、
第
二
位
の
韓
国
人
客
の

約
二
・
五
倍
だ
。
地
元
観
光
協
会
は
「
台
湾
人
観
光

客
の
印
象
は
非
常
に
親
し
み
や
す
い
こ
と
。
雪
の
中

で
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
が
印
象
深
い
」
と
語
る
。

12
・
19　

商
店
街
が
も
て
な
し
の
看
板

増
え
続
け
る
台
湾
人
観
光
客
が
安
心
し
て
食
事
で

き
る
よ
う
、
金
沢
市
の
木
倉
町
商
店
街
は
「
全
店
が

明
朗
会
計
」
と
の
漢
語
看
板
を
設
置
。
も
て
な
し
の

心
の
反
映
だ
と
い
う
。

12
・
25　
「
涙
そ
う
そ
う
」
で
会
場
す
す
り
泣
き

台
湾
で
大
人
気
の
夏
川
り
み
さ
ん
が
二
年
連
続
の

台
湾
ラ
イ
ブ
。「
涙
そ
う
そ
う
」
を
歌
い
出
す
と
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
す
す
り
泣
き
が
。

12
・
28　

日
本
の
覚
醒
に
期
待
の
コ
メ
ン
ト

訪
中
し
た
福
田
康
夫
首
相
が
媚
中
根
性
か
ら
、
温

家
宝
首
相
の
前
で
台
湾
の
国
連
加
盟
を
巡
る
国
民
投

票
に
不
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
に
関
し
、
台
湾
外
交

部
は
「
台
湾
国
民
の
知
恵
を
信
じ
、
民
主
国
家
と
し

て
持
つ
権
利
の
行
使
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
。
台
日
関

係
は
密
接
不
可
分
。
今
後
も
安
定
し
た
基
礎
の
上
に

発
展
し
て
行
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
し
、
な

お
も
友
邦
の
覚
醒
に
期
待
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
。
日

本
は
そ
れ
を
い
つ
ま
で
裏
切
る
。

【
永
山
英
樹
】


